
DX技術を用
いたバイタル
サインの波形
処理例

「Lustroware®」ブランドとして数多くのヒット商品を生み出し、プラスチック家庭日用
品メーカーとして業界に確固たる地位を築いてきた岩崎工業株式会社。創業100
年に向けた第2の事業の柱として、医療機器分野への進出に取り組んでいる。

100年以上続く梅農園を営む松本農園。従来の一次加工専業から脱却
して、自ら梅干しを商品化して販売することを決断。次 と々ヒット商品を生み
出し、生産から加工、販売まで、六次産業化の歩みを着実に進めている。
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100年を刻む歴史の中で培ってきた製造技術や伝統的な製法。
先達が残してくれた貴重な財産を武器に代えて

新たな分野への事業展開に挑む

よろず支援拠点 コーディネーター紹介・注目の相談事例
三重県地域活性化雇用創造プロジェクト事業紹介・各相談先紹介
三重県知財総合支援窓口 支援内容・技術支援課トピック

伝統と新しい風

支援事例 株式会社尾鍋組（松阪市）

事例1 海外展開 事例2 営業秘密 事例3 デザイン・ブランド

エコジオ工法技術の事業化
知財功労賞・特許庁長官表彰受賞（令和３年度）　第49回環境賞・優秀賞受賞（令和４年度）

特許／知財戦略

　「三重県知財総合支援窓口」は、独立
行政法人工業所有権情報・研修館
（INPIT）が全国に設置した無料の知的
財産に関する相談窓口です。中小企業
等が抱える様々な経営課題について、
自社のアイデア、技術、ブランドなどの
「知的財産」の側面から解決を図るため、
窓口担当者が様々な支援を行っていま
す。津市の三重県産業支援センターと
四日市市の同北勢支所に常設窓口を設
置して、さらに県内商工団体等に巡回
相談窓口を設けております。より専門
的な相談については、弁理士や弁護士
等と協働して支援を行います。相談は
無料ですので、まずはお気軽にご相談
ください。

　専門性の高い相談には、原則火曜日
に弁理士、第3木曜日は弁護士を交え
た無料相談が可能です。予め窓口担当
者にご相談ください。

　専門家として、弁理士・弁護士・中小
企業診断士、デザイナー、ブランド専門
家、海外知財専門家、営業秘密・知財戦
略専門家、農林水産専門家が直接企業
へ訪問し無料でアドバイスをします。
　主な連携機関には、よろず支援拠点、
商工会・商工会議所、中小企業支援セ
ンター、中小機構、JETRO、日本規格協
会、地方農政局、下請けかけこみ寺、自
治体、公設試、大学・研究機関、金融機
関等があり、伴走支援いたします。

津窓口  TEL.059-253-8310  四日市窓口  TEL.059-327-5830

詳しくはHPから

お問い合わせ先

知的財産に関するご相談は…

三重県知財総合支援窓口 配置専門家の無料窓口相談

様々な支援機関・
専門家と連携して支援

ご相談時間  9：00から17：00まで（土日・祝日・年末年始を除く）
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松本農園岩崎工業株式会社

　㈱尾鍋組は、従来三重大学との共同
研究を中心に技術開発を推進した経緯
から、主要な特許技術は殆ど三重大学等
と共同出願していました。　　　
　しかし、4年ほど前から、自社が独自に
行う技術開発の発明は、㈱尾鍋組単独
で特許出願するように方針を変更しまし
た。これを機に自社単独で出願する特許
発明について知財総合支援窓口が支援
を行うようになりました。

　5年ほど前、㈱尾鍋組はNEXCO、三
重大学と組み、3者で盛り土の排水工法
の研究に着手しました。この共同研究分
野の市場は㈱尾鍋組にとって新規市場
であり、戦略的に特許権を取得する必要
がありました。㈱尾鍋組は3者による共
同特許出願とは別に、㈱尾鍋組単独の
特許出願を構想していました。この時、知
財戦略をどうするか、知財総合支援窓口
に相談に来られました。その際、3者が共

同で出願する発明と、㈱尾鍋組が単独で
出願する発明をどう切り分けるか、またビ
ジネス上の活用を想定して特許の技術
範囲をどう定めるか、などについてアドバ
イスをしました。
　また、その後も今日に至るまでに6件
の特許出願があり、いずれの特許出願に
おいてもエコジオ工法のパテントウォー
ルをどう構築するか等、知財戦略につい
て助言をしています。

　エコジオ工法は、三重大学との共同研
究により開発した国内で初めての地盤改
良技術です。技術開発資金の確保や特
許の取得、及びビジネスモデルの構築に

あたっては、知財総合支援窓口からの支
援、アドバイスが非常に参考になりまし
た。現在は主に住宅や借地での商業施設
などで使われていますが、今回知財功労
賞や、環境賞等を受賞できたのを機に、
更に研究開発をすすめ、土木分野での市
場開拓も視野により広く活用できる技術
として発展させたいと考えております。今
後も環境賞に恥じない環境技術として広
く普及させる
ためにも、知
財総合支援窓
口の支援を活
用したいと考
えています。

支援のきっかけ 相談概要

相談者からの声

　ペダル無しの幼児向け二輪車を開発した相談者様。
海外からのオファーがあり対応の相談に来られました。

海外展開知財支援窓口
の専門家によるリスク管
理・海外展開のアドバイ
ス、外国出願補助金の活
用、専門家（弁護士）によ
る契約書作成支援を行
い、海外展開を拡充しま
した。

　白きくらげのハウス栽培をされていた相談者様。商
標出願の相談がきっかけでしたが、支援過程で栽培方

法などに重要なノウ
ハウを保有している
ことを認識され、営業
秘密管理規程や秘密
保持契約の重要性を
認識し、規程を策定
されました。

　一番摘み海苔をメイン商品として販売していた相談
者様。進物用として展開するためにデザインの専門家

（デザイナー）を派遣し
てアドバイスを行い、高
級感のある製品に仕上
げました。また、加工段
階で発生する材料を利
用した製品のネーミン
グを工夫して、新製品と
して仕上げました。

「DX × ヘルスケア」を
伴走支援します！

技術支援課トピック

　昨年度に実施した地域産業デジタル化支援事業の成
果をもとに、今年度は地域DX促進活動支援事業の一部
として、ヘルスケア分野を対象にDXによる介護コストの
削減、介護の質の向上などを目指し、ITベンダーとDXニー
ズを有するヘルスケア関連機関、ものづくり企業との
マッチングなどを行います。「DX × ヘルスケア」にご興
味のある方は技術支援課までお問い合わせください。
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公益財団法人三重県産業支援センター 北 勢 支 所

〒514-0004 三重県津市栄町1丁目891番地 三重県合同ビル5階・6階
TEL 059-228-3321　FAX 059-226-4957
https://www.miesc.or.jp/　? soumu@miesc.or.jp

〒510-0074 三重県四日市市鵜の森1丁目4-28 ユマニテクプラザ1階
TEL 059-327-5830　FAX 059-327-5831
https://www.miesc.or.jp/support/project/8/
? h-miesc@miesc.or.jp

Mie Industry and Enterprise Support Center

Mie Industry and Enterprise Support Center

人と中小企業のやる気を応援する情報紙「みえすく」

本紙記事の無断転載を禁じます。Ⓒ
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特別情報会員制度のご案内

入会申込
に関して

会員特典
①広報紙「Miesc」の送付
②広報紙「Miesc」の広告料金の割引
③ホームページのバナー広告料金の割引
④広報紙「Miesc」約650か所への
　送付時のチラシ同封サービス割引
⑤インターネット情報提供
　（ID・パスワードを発行し、会員ページにおいて各種情報提供を行う）

三重県産業支援
センターでは、事
業の一環として、
会員制度を設置
し、中小企業に
関するいろいろ
な情報を、様々
な方法で提供す
るサ ー ビ スを
行っています。

入会申込の際は以下のページの入会申込書（PDF形式またはExcel形式）に必要事項を記入のうえ、当センター
までご提出ください。（FAX.059-226-4957）　　URL ： https://www.miesc.or.jp/info/membership/

入会金
および年会費

無料

12,300円
（税込）

年会費（1口）

入会金


